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２０１２年５月１９日　京都・市民放射能測定所　開設



京都測定所の誕生は、避難者の方の声から

　2011年に福島の測定所の講演会を京都で開催
　その場で測った鶏肉が汚染されていた。

　京都に避難されてきた方の声
　「せっかく避難したのに、汚染食品が流通したら、避難
　　した意味がなくなる。」

　自分たちを防護する『ツール』としての測定所を開設。
　市民のカンパで測定器（１６０万円）を購入。

避難者の方が、スタッフとして、支援者として、測定所を支
え続けてくれています。



測定データから見えること

原発事故　避難の選択　家族

　そして未来のために



原発事故直後
放射能汚染の農作物への影響

を示すもの



福島県は農業王国
果物畑が広がり、
稲穂が実り、
山野の豊かな恵みがあります。

即売所で、とれたての梨を食べ
たことがあります。格別でした。

今は検出事例は本当に少なくな
りましたが、
原発事故後はこの白米のように
放射性セシウムの検出事例が
多くありました。

毎日食べる主食だからこそ、汚
染があってはなりません。



原発事故によって土壌が広く汚染
されました。

事故直後に農作業を止めなかっ
たため、畑を耕してしまい、表面
の汚染を深く浸透させてしまった
と言われています。

後に土壌改良が進められました
が、完全に取り除くことはできま
せん。

測定することで、その影響を様々
見ることができます。
この「男爵いも」もその1例と考え
ます。



土壌の
放射能汚染の実態



２０１４年６月
福島市の住宅の土の汚染状況で
す。（除染前のもの）

放射性セシウム合算で
７３１ベクレル／ｋｇ
の値を示しています。

セシウム１３４は半減期２年なの
で、今はかなり減っています。
この２０１４年６月当時は半減した
直後なので、まだまだセシウム１
３４の数値がはっきりと現れてい
ます。
セシウム１３７単独では
５２０ベクレル／ｋｇです。



２０２３年５月
福島市の住宅の土の汚染状況で
す。（前回から約９年後）

放射性セシウム合算で
３７７ベクレル／ｋｇ
の値を示しています。

事故から１２年たっているので
セシウム１３４の姿が見えません。

でもセシウム１３７単独では
３５９ベクレル／ｋｇ
（９年前は５２０ベクレル／ｋｇ）
除染の効果は限定的と思わざる
をえません。



２０１４年６月
福島市の畑の土の汚染状況です。
（放射性物質を吸着させるためゼ
オライトを混ぜたもの）

放射性セシウム合算で
１３１０ベクレル／ｋｇ
の値を示しています。

これもセシウム１３４の姿がはっき
りと見えています。
セシウム１３７単独では
９４６ベクレル／ｋｇです。
かなり高い値を示しています。



２０２３年５月
福島市の畑の土の汚染状況です。
（前回から約９年後）

放射性セシウム合算で
２８８ベクレル／ｋｇ
の値を示しています。

こちらも
事故から１２年たっているので
セシウム１３４の姿が見えません。

セシウム１３７単独では
２７３ベクレル／ｋｇ
（９年前は９４６ベクレル／ｋｇ）
住宅の土と同等レベルと考えられ
ます。



２０１７年８月測定

福島県福島市の薪の灰です。

セシウム１３７が
　１３６０ベクレル/kg
セシウム１３４が
　２３７ベクレル/kg　
と高い数値が出ました。

合算１６００ベクレル／ｋｇです。

京都測定所では灰を何度も測定
していますが、放射能が濃縮され
るので、焼却は最悪の処理方法
だと考えます。



２０１８年３月測定
福井県福井市の薪の灰です。
放射性セシウムは
合算６８．７ベクレル／ｋｇです。

この値には、放射性鉛と放射性ビ
スマスという天然核種の影響によ
る誤検出も含まれていると思われ
ます。

また、セシウム１３７は、過去の核
実験かチェルノブイリ事故の残留
が考えられます。
しかし、福島市の灰より、ずっと低
い値です。



干し柿の
放射能汚染の追跡調査



測定年 Cs137(Bq/kg) 検出下限値
(Bq/kg)

Cs134(Bq/kg) 検出下限値
(Bq/kg)

２０１５年 23.3±5.7 3.45 6.94±2.88 3.23

２０１６年 28.0±5.63 2.71 6.17±2.32 2.51

２０１７年 48.0±10.7 4.88 6.75±3.08 3.99

２０１９年 30.5±7.60 5.72 7.60±3.89 5.24

福島市　自家製干し柿の各年度の測定結果

・福島市から京都に避難された方の実家でつ
くられた自家製干し柿です。
・除染をしていない柿の木です。
・毎年放射性セシウムが検出されています。
　値は、ほとんど下がっていません。



２０１７年１月測定
福島市の自家製干し柿の測定結
果です。

セシウム１３７が
　４８．０ベクレル/kg
セシウム１３４が
　６．７５ベクレル/kg　
と食品としては高い値が出ました。
（１３４は天然各種の影響含む）

合算５４．８ベクレル／ｋｇです。

除染をしていない柿の木のため、
影響が残り続けていると考えられ
ます。



現在の
放射能汚染の実態

コシアブラ 梅の実



２０２３年５月測定
福島県川俣町で採取された山菜
「コシアブラ」の測定結果です。

セシウム１３７が
　５５５ベクレル/kg
セシウム１３４が
　９．５９ベクレル/kg　
と驚きの高い値が出ました。

合算５６５ベクレル／ｋｇです。

フリマや通販にご注意！
山菜やキノコが売買されていますが、
その中から汚染されたものが見つ
かっています。



２０２４年６月測定
福島市　自家栽培の梅の実
の測定結果です。

セシウム１３７が
　６．３１ベクレル/kg
セシウム１３４は数値出ず
でした。

梅の実を毎日１ｋｇ食べる人はいな
いので、この結果をどう見るかは微
妙なところです。

測定所としては、確率として、悪影
響があるとわかるものは避けていた
だくことを推奨いたします。


